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■
８
月
10
日
（
土
）
は
村
の
夏
ま
つ
り
！ 

 

８
月
10
日(
土)

は
、
村
の
夏
ま
つ
り
で
す
。
暑
さ

を
吹
き
飛
ば
す
様
々
な
企
画
を
ご
用
意
し
て
皆
様
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
例
年
と
日
程
が
変
更
に
な
り
、
お
盆
の
帰

省
に
あ
わ
せ
て
の
参
加
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

懐
か
し
い
ご
友
人
た
ち
に
会
い
に
、
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。 

【
場 

所
】
木
島
平
村
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド 

【
日 

程
】
８
月
10
日
（
土
）
※
詳
細
は
左
記
の
と
お
り 

    

  

■
第
８
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会
in
木
島
平 

 

木
島
平
村
で
は
、
学
校
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
一

緒
に
協
働
し
な
が
ら
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
ど
、
８
月
17
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
「
第
８
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
研
修
会
」
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
前
会
長
で
あ
る
藤
原
國
平
氏
が

講
師
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
等
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ご
自
身
の
経
験
や
想
い
か
ら
ふ
る
さ
と
木
島
平
へ

の
想
い
を
語
り
ま
す
。 

 

都
合
の
つ
く
方
は
、
お
盆
の
帰
省
に
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

詳
し
く
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

■
姉
妹
都
市 

調
布
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報 

 

木
島
平
村
か
ら
出
店
し
ま
す
。
お
近
く
の
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

【
調
布
銀
座
商
店
街
「
納
涼
夕
市
」】 

 
 

期
日
：
７
月
26
日
（
金
）
～
27
日
（
土
） 

於
：
調
布
銀
座
商
店
街 

 
 

時
間
：
26
日(

17
時
～
20
時)  

27
日(

17
時
～
20
時
30
分) 

【
深
大
寺
「
夕
涼
み
の
会
」】 

期
日
：
８
月
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
） 

於
：
深
大
寺 

時
間
：
３
日(

13
時
～
17
時)  

４
日(

11
時
～
18
時) 

【
調
布
観
光
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】 

期
日
：
８
月
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
） 

於
：
調
布
駅
前
広
場 

 
 

時
間
：
両
日
と
も
11
時
～
16
時 

時間 当日のスケジュール 

18:30～ オープニング 

19:00～ 
〔踊り〕 

 木島平どどんか 

19:10～ 
開会行事 

 あいさつ 

19:30～ 

〔踊り〕 

 木島平どどんか 

 調布音頭 

 東京五輪音頭 

 木島平民謡 

 からす踊り 

〔山車紹介〕 

20:50～ 
閉会行事 

万歳三唱 

21:00～ 花火打ち上げ 

※雨天中止 

※時間は目安です 

令
和
元
年
７
月
12
日
発
行 

 

会
報 

第
193
号 

本
部
席
に
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
皆
様
の
イ
ス
席
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

些
少
で
す
が
飲
み
物
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。 



 

人
生
の
宝
物
、
木
島
平
村 

広
島
県
広
島
市 

新
居 

一
真
（
わ
せ
だ
い
ら
Ｏ
Ｂ
） 

  

◯
◯
さ
ん
は
元
気
だ
ろ
う
か
。
会
い
に
行
き
た
い
。 

 

 

わ
せ
だ
い
ら
を
卒
業
後
、
広
島
へ
転
勤
し
て
か
ら
は
あ
ま
り
木
島
平
へ
足

を
運
べ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
心
の
中
で
は
繁
く
そ
の
よ
う
な
事
を
思

う
。 

 

木
島
平
村
で
の
経
験
は
、
ま
さ
に
宝
物
で
あ
り
人
生
そ
の
も
の
だ
。 

 

何
が
宝
物
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

村
民
の
方
と
語
り
合
っ
た
日
々
、
綺
麗
な
原
風
景
、
い
く
ら
で
も
食
べ
ら

れ
る
白
米
、
美
味
し
い
空
気
…
。 

挙
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
が
、
一
番
の
宝
物
は
村
民
の
方
と
の
出
会
い
・
繋

が
り
で
あ
る
。 

 

今
で
も
自
分
の
心
の
中
に
色
濃
く
残
っ
て
い
る
出
来
事
が
あ
る
。
大
学
卒

業
前
、
最
後
に
木
島
平
へ
訪
れ
た
時
の
こ
と
だ
。
お
世
話
に
な
っ
た
地
区
で

の
懇
談
会
で
涙
を
流
し
た
私
に
対
し
て
、
そ
っ
と
肩
に
手
を
あ
て
て
一
言
、

「
お
い
新
居
、
ま
た
い
つ
で
も
来
い
さ
」。
こ
の
時
、
そ
れ
ま
で
漠
然
と
心

の
中
で
湧
い
て
い
た
思
い
が
遂
に
確
信
に
変
わ
っ
た
、
や
っ
ぱ
り
「
木
島
平

は
僕
の
ふ
る
さ
と
だ
」
と
。 

 

木
島
平
村
と
早
稲
田
大
学
の
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
、
サ
ー

ク
ル
を
設
立
し
、
社
会
人
と
な
っ
た
今
。 

過
去
を
振
り
返
る
と
、
村
民
の
方
と
私
の
関
係
性
は
段
階
を
踏
ん
で
、
密 

  

な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。 

早
稲
田
大
学
か
ら
、
わ
せ
だ
い
ら
の
人
へ
。
わ
せ
だ
い
ら
の
人
か
ら
、
幹

事
長
へ
。
幹
事
長
か
ら
、
新
居
一
真
へ
。 

組
織
や
所
属
を
超
え
た
人
と
人
と
の
真
の
繋
が
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
出

身
地
な
ど
関
係
な
く
、
故
郷
だ
と
言
え
る
の
だ
と
思
う
。 

 

社
会
人
に
な
っ
て
、
何
か
木
島
平
の
こ
と
を
陰
な
が
ら
応
援
し
た
い
。
思

う
ば
か
り
で
何
も
恩
返
し
で
き
て
い
な
い
が
、
唯
一
行
動
に
移
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
勝
手
に
木
島
平
村
Ｐ
Ｒ
大
使
」
と
し
て
、
周
囲
の

人
に
木
島
平
を
紹
介
す
る
こ
と
だ
。 

学
生
時
代
の
話
や
旅
行
の
話
と
来
れ
ば
、
す
か
さ
ず
話
題
に
入
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
村
の
非
公
認
で
は
あ
る
が
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
に
続
け
て
い

き
た
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
私
の
回
り
の
広
島
人
は
、
長
野
県
＝
木
島
平
村

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
…
。 

 

さ
て
、
来
月
に
は
夏
ま
つ
り
が
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
時
代
の
仲
間
と
村
を
訪

れ
る
予
定
だ
。
久
し
ぶ
り
の
里
帰
り
に
心
を
踊
ら
せ
つ
つ
、
文
章
を
締
め
く

く
る
こ
と
と
す
る
。 

 

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
梅
雨
の
晴
れ
間
の
美
し
い
青
空
に
夏
ら
し
さ
を

覚
え
る
昨
今
、
ど
う
ぞ
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

【
毎
月
５
日
ま
で
に
左
記
へ
ご
送
付
く
だ
さ
い
。】 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９ 
２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 
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